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化の うね りと連続性 194211983｣)｡次章では,
Polandos村のミクロ的な人間関係を対象として,
新体制下での経済的成功への住民の新たな戦略の模
索,リーダーシップの規範と行動とに関して分析 ･
考察を加えている｡経済的努力によって蓄積した富
は,資本化し再投資されるよりも,伝統的互恵関係
に基づく共同体住民への富の再分配が依然として重
要とされる (第12章 ｢地方リーダーシップのダイナ
ミクス- 1970,80年代｣,第13章 ｢結論｣)｡
本書の目的は,従来過度に指摘されてきたミナハ
サ人の西欧文化-の適応性を部分的に修正し,彼ら
がいかに旧来の文化を継承してきたかを検証するこ
とにあった｡読者は一読して,綿密な現地調査と史
料探索に裏付けられた著者の試みが成功しているこ
とを知るだろう｡理論的枠組みが不明確であること
は否めないが,情報の豊富さに関して本書の価値を
損なうものではない｡従来 ミナハサ研究に関して
は,オランダ時代との関係性が深いがために,翻っ
てインドネシア独立後のイデオロギー的立場から歴
史叙述がなされる傾向にあった｡)本書は,時代横断
的な検証を試みることでナショナリズムの言説から
意図的に距離をおき,時代のダイナミズムを持ち合
わせたミナハサ住民の真の姿を忠実に描き出した労
作といえるであろう｡
(前川任遠理 ･オーストラリア国立大学
客員研究員)
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